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革
新
的
サ
ー
ビ
ス

一
般
型

小
規
模
事
業
者
型

成
長
分
野
型

も
の
づ
く
り
技
術

薄
肉
形
状·

真
円
度
の
高
い
航
空
部
品
の
生
産
ラ
イ
ン
を

構
築

▲ NC 旋盤の操作風景

13薄肉高精度製品加工を可能とした航空機部品生産ラインの構築

旋
削
加
工
と
マ
シ
ニ
ン
グ
加
工
の
設
備
を
導
入
し
、
独
自
で
油
圧
チ
ャ
ッ
ク
を
開
発

す
る
こ
と
に
よ
り
、
薄
肉
形
状
（
極
限
ま
で
薄
く
削
り
込
む
加
工
）
で
真
円
度
の
高

い
航
空
部
品
が
製
作
で
き
る
生
産
ラ
イ
ン
を
構
築
し
た
。

高
精
度
段
取
り
用
油
圧
チ
ャ
ッ

ク
を
開
発

航
空
機
部
品
の
複
雑
形
状
の
加
工
に
対
応
す
る
た

め
、
Ｎ
Ｃ
旋
盤
と
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
を
導
入
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
１
台
で
両
方
加
工
で

き
る
複
合
加
工
機
は
、
Ｎ
Ｃ
旋
盤
と
マ
シ
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
を
別
々
に
購
入
す
る
よ
り
も
倍
以
上
の
費

用
が
掛
か
る
た
め
、
個
別
に
購
入
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
た
だ
、
別
々
に
使
用
す
る
多
工
程
加
工

の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
２
つ
あ
り
ま
す
。1
つ
目
は「
品

質
」。
チ
ャ
ッ
チ
ン
グ
し
な
お
す
こ
と
に
よ
り
キ

ズ
が
で
き
た
り
、
寸
法
公
差
や
幾
何
公
差
が
規
定

を
外
れ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
2
つ
目

は
各
工
程
で
段
取
り
の
発
生
に
よ
り
コ
ス
ト
高
に

な
る
こ
と
。
こ
れ
ら
デ
メ
リ
ッ
ト
を
解
決
す
る
た

め
に
、
高
精
度
の
段
取
り
用
油
圧
チ
ャ
ッ
ク
を
開

発
し
ま
し
た
。

　
高
精
度
段
取
り
用
油
圧
チ
ャ
ッ
ク
は
、
ワ
ー
ク

の
変
形
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
従
来
の
油
圧

チ
ャ
ッ
ク
よ
り
も
爪
の
数
を
増
や
し
、
遠
心
力
に

も
対
応
で
き
る
機
構
に
し
た
も
の
。
チ
ャ
ッ
ク
自

体
も
容
易
に
取
り
外
せ
る
よ
う
に
し
て
、
Ｎ
Ｃ
旋

盤
か
ら
ワ
ー
ク
を
く
わ
え
た
ま
ま
外
し
て
マ
シ
ニ

株式会社由紀精密

Examiner's Eye調査員考察

Company
Profile
企業概要

3,500万円資本金

33名従業員数

大坪 正人代表者名

昭和36年1月設立年月日

〒253-0084
神奈川県茅ヶ崎市
円蔵370

所在地

Tel. 0467-82-4106
Fax. 0467-86-9614
http://www.yukiseimitsu.co.jp/

設
立
し
、
海
外
規
格
の
理
解
を
深
め
、
精
密
機
械

工
業
の
盛
ん
な
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
な
ど
か
ら
受
注

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
高
い
技
術
力
を
武
器
に
、

航
空
機
部
品
の
さ
ら
な
る
受
注
拡
大
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

ン
グ
セ
ン
タ
の
テ
ー
ブ
ル
に
固
定
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
複
雑
な
形
状
の
薄
肉
や
偏
心
そ
れ
ぞ

れ
の
ワ
ー
ク
試
作
で
、
誤
差
数㎛
内
に
収
め
ら
れ

る
加
工
を
実
現
し
ま
し
た
。

航
空
機
部
品
の
受
注
拡
大
へ

　

航
空
宇
宙
産
業
に
お
け
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
規
格
で
あ
る
J
I
S 

Q 

9
1
0
0

の
認
証
を
2
0
1
0
年
に
取
得
し
ま
し
た
。
ま

た
、
航
空
機
関
連
の
部
品
加
工
に
お
い
て
品
質
保

証
の
証
明
と
な
り
う
る
欧
州
の
大
手
エ
ン
ジ
ン
の

認
証
と
し
て
R
o
l
l
s
‐
R
o
y
c
e
社
品
質

要
求
規
格
（
S
A
B
R
e
）
を
2
0
1
4
年
に
取

得
し
て
い
ま
す
。
航
空
関
連
部
品
に
関
し
て
品

質
保
証
を
強
み
に
、
受
注
を
の
ば
し
て
い
ま
す

が
、
新
規
参
入
す
る
企
業
が
多
く
コ
ス
ト
要
求
が

厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
補
助
事
業
で
構
築
し
た

生
産
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、
コ
ス
ト
面
で
の
競
争
力

を
武
器
に
実
績
の
あ
る
ブ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
機
構
部

品
の
受
注
拡
大
と
、
エ
ン
ジ
ン
や
ベ
ア
リ
ン
グ
の

部
品
の
受
注
獲
得
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

2
0
1
5
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
に
子
会
社
を

▲ NC 旋盤▲大坪正人社長

1950 年、 大 坪 正 人 社 長 の 祖 父

大坪三郎氏が大坪螺子製作所を創

業。1961 年由紀精密工業を設立、

2010 年由紀精密に社名変更。創業

時から金属切削加工に特化し、 顧客

からの特注部品を製造。 主にカード

式公衆電話や光ファイバー等の電機

業界向け部品を製造して成長するも、

海外製品との価格競争や市場の縮小

により売上が減少。 バブルの崩壊に

より経営危機をむかえる。2006 年

に入社した大坪正人社長は、 顧客ア

ンケートから高品質と信頼が自社の強

みであることを認識し、 成長が期待

される航空宇宙、 医療機器分野へ進

出。ＩＳＯ９００１、ＪＩＳＱ９１００を取得。

またシンガポールの会社などと共同

で、 宇宙ゴミを除去するプロジェクト

にも参加している。

▲プロジェクトメンバー

主力製品の市場がなくなるという危機

を経験し、参入障壁は高いが成長が期

待される航空宇宙 · 医療業界に新規参

入した由紀精密。グローバル化による

旅客機の需要拡大が見込まれる中、効

果的に設備投資を行い、コスト削減に

よる競争力のアップを成功させた事例

である。

補助事業のきっかけ
従来製品より高精度な航空部品の受注を目指しており、そのためには新たな設備が必要であった。
平成 24 年度補正のものづくり補助金に取り組んだ経験を活かし、再度応募に至った。
 
事業概要
航空機部品に求められる複雑形状の加工に対応するため、マシニングセンタとＮＣ旋盤を導入
して多工程加工による航空部品専用ラインを構築した。航空機部品は薄肉形状（極限まで薄く
削り込む加工）で高い真円度を要求される部品がある。従来はワークがゆがむという課題があっ
たが、薄肉部品を掴めるチャックを開発し、加工対象物をチャックに固定したまま旋盤からマ
シニングセンタに送れるようにした。複数工程で共有して使用できるようになったため同軸の
部品の製作が可能となるとともに、段取り時間の短縮にもつながった。

事業化状況
想定していた精度の部品を製作できるようになり、精度要求の厳しい航空部品の受注に対応できて
いる。多品種小ロットにも対応が可能となり、売上も伸びている。
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